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理
す
る
か
」
が
ス
タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
理

想
的
に
は
E
R
P
シ
ス
テ
ム
等
か
ら
日
々
の
C
／

F
の
予
定
を
一
元
的
に
入
手
し
、
銀
行
か
ら
の

口
座
異
動
明
細
と
合
わ
せ
、
資
金
の
需
要
予
測

と
過
不
足
を
分
析
す
る
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
フ

ロ
ン
ト
で
は
、
資
金
不
足
の
場
合
は
資
金
を
調
達

し
、
余
剰
な
場
合
は
運
用
を
行
う
。
資
金
の
調

達
、
運
用
を
行
う
手
段
は
日
々
進
化
し
て
お
り
、

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
、
よ
り
有
利
な
手

段
を
選
択
で
き
る
か
に
直
接
影
響
し
て
く
る
。

続
い
て
、
フ
ロ
ン
ト
に
て
約
定
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

金
融
商
品
取
引
に
伴
う
コ
ン
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
や

決
済
、
入
出
金
の
確
認（
リ
コ
ン
サ
イ
ル
）等
の
バ

ッ
ク
の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
出
て
く

る
。
日
本
版
S
O
X
法
の
流
れ
か
ら
、
よ
り
一
層

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
規
制
の
有
無
と
は
関
係
な
く
、
フ
ロ
ン
ト
の

行
っ
た
取
引
を
確
実
に
決
済
す
る
と
共
に
不
正

な
取
引
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
必
須
要

件
で
あ
る
。
一
連
の
業
務
が
終
了
す
る
と
、
ミ
ド

ル
で
は
最
終
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
対
し
、
流
動
性

の
分
析
、
市
場
リ
ス
ク
、
信
用
リ
ス
ク
等
が
妥
当

で
あ
る
か
否
か
の
評
価
を
行
う
。
過
度
の
リ
ス
ク

が
存
在
す
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
フ
ロ
ン
ト
に
対

し
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
取
引
の
実
施
を
求
め
る

こ
と
に
な
る
。

非
常
に
ラ
フ
な
フ
ロ
ー
で
は
あ
る
が
、
以
上
の
一

連
の
流
れ
を
サ
ポ
ー
ト
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
弊
社
で

は
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
と
位
置

付
け
て
い
る
。
一
点
補
足
す
る
と
、
T
M
S
は
け
っ

し
て
何
で
も
自
前
で
行
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

金
融
機
関
や
外
部
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
が
提
供
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
は
有
効
に
利
用
す
べ
き
で
あ

り
、
代
替
が
困
難
な
サ
ー
ビ
ス
も
多
い
。
T
M
S
は

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
果
実
を
統
合
的
に
管
理
で

き
る
仕
組
み
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

T
M
S
の
機
能
概
要

弊
社
で
は
T
M
S
の
機
能
を
コ
ア
機
能
、
拡
張
機

能
、
先
進
機
能
の
三
つ
に
分
類
し
て
考
え
て
い
る
。

ま
ず
、コ
ア
機
能
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
お
よ
び
調
達
、
運
用
の
た
め
の
金
融
商
品
の
サ

ポ
ー
ト
、
資
金
・
証
券
決
済
、
会
計
仕
分
け
の
作
成

が
挙
げ
ら
れ
る
。

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

予
定
C
／
F
の
取
り
込
み
●

銀
行
か
ら
の
ス
テ

ー
ト
メ
ン
ト
取
り
込
み（
残
高
と
異
動
明
細
）●

残
高
お
よ
び
予
測
キ
ャ
ッ
シ
ュ・
フ
ロ
ー
の
表
示

（
切
り
口
と
期
間
）

●
金
融
商
品
サ
ポ
ー
ト

短
期
資
金
調
達（
C
P
、
C
D
、
融
資
、
R
E

P
O
、
為
替
等
）●
長
期
資
金
調
達（
株
式
発

は
じ
め
に

こ
こ
数
年
、
日
本
で
も
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
・マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
シ
ス
テ
ム（
T
M
S
）に
対
す
る
意
識
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、「
T
M
S
に
よ
っ
て

何
が
実
現
で
き
る
の
か
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、
第
一

回
目
の
本
稿
で
は「
T
M
S
の
定
義
と
機
能
の
概
要
」

に
つ
い
て
述
べ
、
第
二
回
目
以
降
、
企
業
が
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
し
て
、
T
M
S
に
て
ど
こ
ま

で
対
応
可
能
か
を
順
次
述
べ
て
い
く（
注
）。

T
M
S
の
定
義

一
般
的
に
T
M
S
は
、C
M
S（C

ash
M
anagem

ent

System

）に
リ
ス
ク
管
理
の
機
能
を
加
え
た
も
の
と

し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、
弊
社
で
は
、
T
M
S
を
よ

り
広
い
概
念
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
本
質
的
に
は

C
／
F（
資
金
）を
管
理
す
る
こ
と
と
の
視
点
に
立

ち
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る（
左
図
）。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り

効
率
化
、
最
適
化
す
る
た
め
に
金
融
商
品
を

自
在
に
活
用
し
、
客
観
的
な
手
法
に
よ
る
評
価

を
ベ
ー
ス
に
リ
ス
ク
、
コ
ス
ト
の
最
小
化
を
行
う

一
連
の
活
動

ま
ず
、「
日
々
の
業
務
で
の
支
払
い（
A
P
）お
よ

び
受
取（
A
R
）に
伴
う
資
金
繰
り
を
如
何
に
管

トレジャリー・マネジメント・システム
の実装と活用

T R E A S U R Y  F O R U M

柳
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郎

サ
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ソ
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行
、
債
券
発
行
、
融
資
等
）●
短
期
資
金
運
用

（
C
P
、
C
D
、
預
金
、
R
E
P
O
等
）●
長
期

資
金
運
用（
株
式
、
債
券
、
預
金
等
）●
ヘ
ッ
ジ

（
為
替
、
S
W
A
P
、
先
物
、
オ
プ
シ
ョ
ン
、ク
レ

ジ
ッ
ト
・
デ
リ
バ
ティ
ブ
等
）

●
資
金
・
証
券
決
済

コ
ン
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
発
行
、マ
ッ
チ
ン
グ
●

銀

行
C
M
S
シ
ス
テ
ム
と
の
接
続
●

各
種
ユ
ー
ティ

リ
テ
ィ
ー
と
の
接
続（
S
W
I
F
T
、ユ
ー
ロ
ク

リ
ア
、
全
銀
等
）

●
会
計
仕
分

各
種
会
計
基
準
へ
の
対
応（
I
A
S
、G
A
A
P
等
）

同
一
シ
ス
テ
ム
内
で
の
複
数
会
計
基
準
へ
の
対
応

次
に
、
拡
張
機
能
と
し
て
イ
ン
ハ
ウ
ス
・
バ
ン
キ
ン

グ
と
リ
ス
ク
管
理
機
能
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
イ

ン
ハ
ウ
ス
・
バ
ン
キ
ン
グ
は
複
数
の
機
能
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
は
留

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
イ
ン
ハ
ウ
ス
・
バ
ン
キ
ン
グ

社
内
融
資
、
預
金
●

社
内
為
替
、
外
部
為
替
の
集

中
化
●

ネ
ッ
ティ
ン
グ
●

支
払
代
行
●

マ
ー
ケ
ッ
ト
・デ

ー
タ（
金
利
、
為
替
レ
ー
ト
、
価
格
等
）
の
提
供

●
リ
ス
ク
管
理

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
リ
ス
ク（
金
利
、為
替
）管
理
●

信
用
リ

ス
ク
管
理
●

シ
ナ
リ
オ
分
析
●

リ
ス
ク
・
損
益
分
析

最
後
に
先
進
機
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
目
新
し

い
機
能
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
既
に
実

現
さ
れ
て
い
る
コ
ア
機
能
と
拡
張
機
能
を
組
み
合

わ
せ
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
先
進
機
能
で
最
も
注
目
す
べ
き

こ
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
変
化
で
あ
る
。
コ
ア
機
能

や
拡
張
機
能
の
段
階
で
は
、
財
務
部
は
コ
ス
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
あ
り
、
如
何
に
効
率
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
コ
ス
ト
削
減
に
結
び
つ
け
る
か
を
主
眼
に
し

て
い
る
。
し
か
し
、
先
進
機
能
と
し
て
弊
社
が
考
え

る
機
能
は
、
財
務
部
を
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
セ
ン
タ
ー
と

位
置
付
け
、
企
業
が
成
長
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
、
資
金
の
観
点
か
ら
よ
り
戦
略
的
、
機
動
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

指
す
。
こ
の
エ
リ
ア
は
今
後
発
展
し
て
い
く
分
野
で

あ
る
が
、
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
す
る
と
、
社
内
C
M

S（
プ
ー
リ
ン
グ：

自
動
融
資
、
自
動
預
金
）、
グ
ル
ー

プ
内
決
済
の
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
支
払
代
行
に
伴
う
外

貨
調
達
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

●
社
内
C
M
S

仮
想
口
座（
残
高
管
理
、
付
利
、
異
動
明
細
生

成
等
）●
プ
ー
リ
ン
グ（
目
標
額
、
階
層（
順
序
）、

最
小
異
動
額
等
）

●
グ
ル
ー
プ
内
決
済
の
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
支
払
代
行

に
伴
う
外
貨
調
達

仮
想
口
座（
残
高
管
理
、
為
替
引
き
な
お
し
、

自
動
入
出
金
等
）●
不
足
外
貨
の
自
動
貸
出
●

余
剰
外
貨
の
不
足
外
貨
へ
の
転
用

T
M
S
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
し
て
、「
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
を
如
何
に
短
期
間
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
」が

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
注
）
T
M
S
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
詳
細
に
関
し
て
は

w
w
w
.sungard.com

/japan

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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